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～すべては子どもたちのために～
　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，
教育文化事業）は“最終受益者は子どもたちであること”を前提に実施いたしております。こ
れからも，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い，事業運営に取り組んでまいりますので，皆さ
まの一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

　日教弘の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）及び福祉事業は，教弘
保険の契約者配当金により運営されており，日本の教育界に貢献しています。

日教弘の各事業は，教弘保険の契約者配当金を財源にしています。

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です

教弘保険加入と
保険金の支払い

60年以上に
わたる提携関係

各種の
公益事業

日教弘では，60年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携して

共済事業（提携保険事業）を
実施しています

教弘保険は
安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま

新年のごあいさつ
　明けましておめでとうございます。皆様方には，
新春を如何お迎えでしょうか。
　平成30年の干支は，戊戌（つちのえ・いぬ）で
す。本年の干支のイヌは，人とくらし始めた最も
古い動物の一つといわれ，おとなしく人懐っこい
特徴をもち，発達した嗅覚や聴覚を生かしていろ
いろなことを察知し，行動する動物です。
　本年は，世の中が大きく変化していくことも予
想されます。アンテナを高く掲げ，様々な情報を
目的に照らして的確に把握し，適切に判断しなが
ら行動し，着実な進展が図られるようにしていき
たいものです。
　さて，私どもは，「教弘保険」を取り扱う提携会
社ジブラルタ生命保険（株）からの契約者配当金
を財源として，子どもたちのための教育振興事業

（公益事業）や弘済会会員のための福祉事業等各
種事業に取り組んでいます。
　皆様方には，平素より弘済会事業等にご理解，
ご支援，ご協力をいただいておりまして，心より
感謝申し上げます。
　弘済会事業の詳細につきましては，各学校園に
配付させていただいている各年度の弘済会事業案
内や，会報誌「弘済会報」，当法人のホームページ
をご覧いただくとともに，学校園等を訪問させて
いただいている私どもの参事や，ジブラルタ生命
保険（株）のLC（学校園担当営業社員）にお尋ね
いただければと思います。
　教職員の皆様方には，本年も日教弘岡山支部の
諸事業にご理解を賜り，積極的にご応募ご活用を
お願いいたします。

公益財団法人
日本教育公務員弘済会岡山支部
　　　支部長 　門野八洲雄

あけましておめでとうございます



平成３０年度　貸与奨学金募集開始のお知らせ
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　日教弘岡山支部では，平成30年度分の無利息型貸与奨学金の受付を
２月から開始します。
　申請を予定されている方は，お早目にお申し込みください。

第一期   募集期間：平成30年２月１日～３月31日（必着）／送金予定時期：４月下旬
第二期   募集期間：平成30年４月１日～６月10日（必着）／送金予定時期：８月下旬

応募資格

貸 与 額

申込方法

添付書類

そ の 他

大学（院），短期大学，高等専門学校４年以上，専修学校専門課程等に在学または入学予定の学生。

修学期間１年につき25万円，最高100万円まで一括貸与。

「奨学生申請書等申込書」を日教弘岡山支部事務局までお送りください。折り返し日教弘本部規定の
申請書類をお届けいたします。なお，他の奨学金との併願は不問です。

平成29年分給与所得の源泉徴収票，大学等の在学証明書・入学予定の場合は合格証明書（コピー）。
（折り返しお送りする申請書類の中でご案内します。）

「奨学生申請書等申込書」及び募集要項は，「弘済会報 新春号」と一緒に各学校園にお届けしている
ほか，ホームページ（http://okakyoko.or.jp）からもダウンロードできます。

大腸がん検診申込受付開始
受付期間：平成30年１月10日～１月25日

●委託医療機関 公益財団法人岡山県健康づくり財団
●検 査 方 式 自己採便方式
●対 象 者 満40歳以上で，次のいずれかに該当する方

•弘済会会員（教弘保険６口以上ご加入の方）
　およびその配偶者
•弘済会準会員（教弘保険５口以下ご加入の方）

●予 定 人 員 600名（退職会員含む。先着順）
●実 施 日 程 •申 込 締 切…平成30年 1 月25日（木）必着

•検査キット送付…2月23日頃自宅宛郵送
•結 果 通 知… 3 月中旬

●検 診 費 用 無料（ただし検体の郵送料のみ各自ご負担ください）
●申 込 方 法 封書またはハガキにて申込書（右図参照）を郵送
●宛　　　　先 〒703-8258  岡山市中区西川原255  おかやま西川原プラザ内

　日教弘岡山支部「検診係」

●配偶者の受検申込をされる方へお願い
　・申込ハガキに配偶者の氏名と生年月日・年齢・性別を必ずご記入ください。
　・④の配偶者の受検区分は「A夫婦ともに受検」「B配偶者のみ受検」のいずれかをご記入ください。
　　A・Bどちらの場合も，①～④の項目を全てご記入の上，一枚のハガキでお申し込みください。

検診費用
無料

大腸がん検診申込書
①会員氏名　○

ふ り が な

○○○○
　職員コード　○○○○○○
　（英数記号と数字を記入）

②生年月日・年齢・性別
　西暦○○○○年○月○日（○歳）男・女

③郵便番号・住所・電話番号

④受検される配偶者について
　＊受検区分
　　A（夫婦ともに受検）または
　　B（配偶者のみ受検）
　＊配偶者氏名
　　○

ふ り が な

○○○○
　＊生年月日・年齢・性別
　　西暦○○○○年○月○日（○歳）男・女

必着

定期的な検診で
健康状態を

チェックしましょう！
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教育研究論文・著書助成事業は，日々行われている実践的な教育研究についての論文・著書を募集し，
優秀な研究を表彰するとともに，その研究内容を広く共有することを目的としています。

　今年度は学校部門５編，個人部門22編，著書部門２
編の計29編のご応募をいただきました。ご多忙な中，創
造的に教育実践に取り組まれ，ご応募いただいた先生方
のご努力に敬意を表します。
　去る12月14日，おかやま西川原プラザにて平成29年
度教育研究論文・著書最終審査会が行われ，最優秀賞を
はじめとする各賞の受賞者が決定されました。
　また，この事業は全国規模の「日教弘教育賞」（主催：
公益財団法人日本教育公務員弘済会）への推薦論文の選
考も兼ねています。今回は，学校部門最優秀賞の赤磐市
立高陽中学校（平田俊治校長）および個人部門最優秀賞
の平田丞二教諭，優秀賞の池上直紀教諭の論文の推薦が
決定されました。

● 学 校 部 門
賞 論文題目 所属名 代表者名

最優秀
「日教弘教育賞」推薦

幸せを感じる学校教育をめざして−地域との協働や社会貢
献活動を通して，自尊感情を高め，幸せを感じる生徒を育
成する−

赤磐市立
高陽中学校

校長
平田　俊治

優秀 地域と共に生徒を育てる中学校教育の取組 備前市立
伊里中学校

校長
金光　一雄

優秀 生徒の主体的な行動を促し，社会人としての基礎力の養成を
目指すプログラム開発

岡山県立
瀬戸高等学校

校長
乙部　憲彦

優秀 地域資源を生かした『まちなかのふるさと教育』 岡山市立
岡山後楽館高等学校

校長
上林　栄一

● 個 人 部 門
賞 論文題目 所属名 氏名

最優秀
「日教弘教育賞」推薦

作文を用いた対話による深い学びの試み−高等学校３年生　
教科現代文での評論文教材を用いた研究実践とその考察−

岡山県立
岡山朝日高等学校

教諭
平田　丞二

優秀
「日教弘教育賞」推薦

児童の成長を促す学校づくり～開発的生徒指導における
組織的取り組みに関する一考察～

津山市立
高野小学校

教諭
池上　直紀

優秀 「向陽プライド」を合い言葉に，自己肯定感の向上を目指
した学校経営

津山市立
向陽小学校

校長
下山　朋子

優秀 「ふるさと回帰」を実現するプログラムの創造はいかにあるべき
か～自校の歴史を五感で学び，それを発信する実践を通して～

岡山県立
邑久高等学校

教諭
田辺　大蔵

４月には優良以上の受賞論文（著書は概要）
を掲載した「教育研究集録」を各学校園にお
届けします。受賞者の方々のすばらしい取り
組みをご一読いただき，皆様の日頃の教育活
動の中で参考にしていただければ幸いです。

ホームページ（http://okakyoko.or.jp）に，全ての受賞者及び研究テーマを掲載しています。
４月には優良以上の受賞論文を掲載します。

● 著 書 部 門
賞 著書名 所属名 氏名

優良 北川先生の作文教室 退職者 北川　久美子
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特選・入選作品展示会開催

　去る12月７日，おかやま西川原プラザにて平成29
年度岡山県教育カレンダー絵画コンクール審査会が開
催され，応募総数1,443点の作品の中から特選12点と
入選24点が選考されました。特選・入選作品が掲載さ
れた平成30年度用カレンダーは，３月上旬に各学校園
へお届けいたします。

● 展示期間：平成30年3月16日～3月23日
● 展示時間：9：00～17：00（最終日は14：30まで）
● 展示場所：おかやま西川原プラザ２階ギャラリー
　　　　 　　（岡山市中区西川原255）

平成30年度用「岡山県教育カレンダー」掲載絵画決定！

平成29年度　審査会

昨年度の展示会と表彰式

 入選受賞者（題名省略）
校　　名 学年 氏　　名 校　　名 学年 氏　　名

赤磐市立山陽小学校 1 中島　天音 倉敷市立富田小学校 6 原田　涼風
岡山大学教育学部附属小学校 1 板東　郁仁 岡山大学教育学部附属中学校 1 森川　涼介
倉敷市立乙島小学校 1 西村　日和 岡山大学教育学部附属中学校 1 横山　侑汰
久米南町立誕生寺小学校 2 安田　望乃 岡山市立桑田中学校 1 佐々木あゆ
赤磐市立仁美小学校 2 松尾　　旭 岡山県立東備支援学校中学部 1 入矢　浩範
赤磐市立仁美小学校 3 大元　結生 玉野市立玉中学校 2 山本　莉来
岡山市立高島小学校 3 森岡　幸穂 岡山大学教育学部附属中学校 3 妹尾　和佳
総社市立総社小学校 4 守安　杏菜 岡山大学教育学部附属中学校 3 森　　一華
倉敷市立倉敷東小学校 4 田内　望愛 岡山大学教育学部附属中学校 3 冨永　　桃
倉敷市立乙島小学校 5 吹元　心美 岡山市立桑田中学校 3 松本蓮之介
倉敷市立中島小学校 6 山本　瑠果 岡山県立総社南高等学校 2 島田　結衣
岡山大学教育学部附属小学校 6 岡本　高煌 岡山県立総社南高等学校 2 篝　　佑伽

 特選受賞者
月 校     名 学年 氏   名 賞 題       名
4 岡山市立御野小学校 4 橋本　佳菜 岡山県教育委員会教育長賞 楽しいお花見
5 赤磐市立仁美小学校 2 山本　穂花 岡山県小学校長会長賞 うちゅうの中にいるカラフル大わに
6 美咲町立柵原中学校 3 谷川　　舞 岡山県知事賞 涼
7 総社市立総社西中学校 1 馬場　敦士 山陽新聞社長賞 桃の収穫

8 倉敷市立第一福田小学校 3 森元　大翔 公益財団法人日本教育公務員
弘済会岡山支部長賞 花畑のトンボたち

9 倉敷市立万寿東小学校 5 則井　優希 ＮＨＫ岡山放送局長賞 歴史を思う
10 岡山大学教育学部附属中学校 2 中谷　圭吾 岡山県中学校長会長賞 庭園の一角

11 総社市立清音小学校 6 山﨑　悠介 公益財団法人日本教育公務員
弘済会岡山支部長賞 秋の宝福寺

12 倉敷市立中島小学校 1 用稲　実久 一般財団法人岡山県教育会理事長賞 サンタが町にやってきた
1 岡山大学教育学部附属小学校 5 武久　文香 ＯＨＫ岡山放送社長賞 つると烏城
2 岡山県立岡山操山高等学校 1 今井　　凜 岡山県高等学校長協会長賞 朝の通学路（鶴見橋）
3 岡山県立誕生寺支援学校中学部 3 松本　吏央 岡山県特別支援学校長会長賞 Rioの世界 ～動物たちと怪獣～

ぜひご覧ください♪

ホームページ（http://okakyoko.or.jp）
ではカラーで作品を掲載しております。
ぜひご覧ください！
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本年度末ご退職で
ない方もぜひ
ご参加ください♪
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●教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
●「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
●専門講師による豊かなセカンドライフのための情報提供

●ジブラルタ生命ＬＣ（学校園担当営業社員）または
　弘済会岡山支部事務局（☎086-272-1909）へご連絡ください。

主な内容

申込方法

第１問  日教弘岡山支部が行っている大腸がん検診
を，会員の配偶者は満何歳から受けられる？

 Ａ. 満30歳　Ｂ. 満40歳　Ｃ. 満50歳
第２問  日教弘岡山支部が発行している平成29年度岡山県教

育カレンダーの2月の絵画に描かれているものは？
 Ａ. 桃太郎　　Ｂ. 猿　　Ｃ. 鬼
第３問  日教弘岡山支部が会員に発行する宿泊施設利用券

は，会員一人につき年度内に何枚まで発行される？
 Ａ. ５枚まで　Ｂ. ８枚まで　Ｃ. 10枚まで

　答え，所属（校園名），氏名，電話番号を記載し，郵
送またはメールでご応募ください。締切は１月 26 日

（金）必着。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさ
せていただきます。

〒703-8258岡山市中区西川原255
公益財団法人日本教育公務員弘済会
　　　　　岡山支部「弘済会報」係
E-mail：okayama@okakyoko.or.jp

三択問題の答えをハガキまたはメールで送ってください。全問正解者の
中から抽選で10名様にお年玉（図書カード3,000円分）をプレゼント!！

きょうこう
お年玉クイズ
問　題 応募方法

応 募 先

教弘保険など，ジブラルタ生命の保険にご加入の皆様へ  住所変更のご連絡のお願い

住所・氏名・電話番号に変更があればお早めにご連絡ください
ご結婚，お引越しなどで，住所変更のお届けがないと…
・教弘保険ご加入の会員様は，福祉事業の会食補助券・継続記念品をお届けできません！
・年末調整及び確定申告の際に必要な書類をお届けできません！

住所変更連絡先
弘済会岡山支部 FAX：086-272-1781
 Mail：okayama@okakyoko.or.jp
ジブラルタ生命コールセンター（教職員専用）   TEL：0120-37-9419

あて所に尋ね
あたりません

教弘保険についてのお問い合わせは，ジブラルタ生命保険㈱岡山支社各営業所まで
●教職員専用フリーダイヤル　☎0120－37－9419
●岡山第一・第四・第六　　　☎086－271－2010　　●岡山第二・第三・第五・第七　☎086－234－7501
●津山　　　　　　　　　　　☎0868－22－4053　　●倉敷　　　　　　　　　　　　☎086－422－1769
●笠岡　　　　　　　　　　　☎0865－62－4455　　●総社第一・第二　　　　　　　☎0866－92－6550

50代からの「退職準備セミナー」開催のご案内

※ カーナビご使用の
際は，所在地での検
索をお願いします。

岡山会場 １月20日（土）
受付13：00～，説明会13：30～16：00
おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
TEL（086）272-1923

倉敷会場 １月13日（土）
受付13：30～，説明会14：00～16：30

ライフパーク倉敷
倉敷市福田町古新田940
TEL（086）454-0011

参加費
無料
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「岡山教弘友の会」は，ご退職後も「教弘保険」をご継続いただいている方を会員とし，各種福祉事業を実施し
ています。ぜひご退職後も「教弘保険」をご継続いただき，弘済会事業をご活用ください！

■友の会入会記念品　　　■宿泊補助　　　■会食補助
■一日人間ドック受診補助　　　　■大腸がん検診補助

■友の会総会（隔年開催）
２年に一度開催する総会では，記念講演や懇親会を企画・実施しています。
今年度は11月10日に開催しました。総会のご案内は開催年の10月頃に送付します。

■友の会交流会・一日研修旅行（隔年開催）
平成28年度からの新規事業として，総会を開催しない年度に，
岡山市内以外で，交流会と一日研修旅行を企画・実施していま
す。

■友の会国内・海外旅行（毎年企画）
友の会では毎年，国内旅行（春頃：親睦旅行，秋頃：趣味の旅）と海外研修旅行（秋頃）を企画しています。
世界遺産や，NHK大河ドラマの舞台などを巡り，ゆとりある旅程でゆっくりと疲
れを癒していただきます。会員の方には，旅行代金の補助もあります。

●国内旅行補助額／10,000円　●海外研修旅行補助額／20,000円

　主な行事・各種福祉事業

総会

交流会・マジックショー

三味線演奏

交流会・懇親会

懇親会

一日研修旅行・姫路

楽しい企画が盛りだくさん！
退職後の交流の場としてご活用
いただいています♪

平成28年度の交流会は，津山国際ホテルで
開催し，お笑いマジックショーをお楽しみい
ただきました♪
また一日研修旅行では，世界遺産『姫路城』
見学日帰りツアーを実施しました♪

平成29年度（趣味の旅）は，「岐阜誕生450周年 信長本拠地を巡る旅」でした♪

ご夫婦やご友人グループで
ぜひご参加ください♪

ご退職予定の
会員の皆様へ

各種福祉事業

長良川鵜飼い岐阜公園岐阜城天守閣
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　本年度も夏の期間を中心に学校研究助成，教育文化助
成，秋には幼稚園・こども園へのチューリップ球根贈呈
で各校・園におじゃましました。
　研究助成金贈呈及び弘済会事業説明会では校内の多く
の先生方にご出席いただきました。また津山市の幼稚園
では，園児のみなさんに直接球根を手渡しし，たいへん
喜ばれた園もありました。
　冬の退職準備セミナーには，たくさんの先生方にお集
まりいただきました。また，各郡市の校・園長会，事務
部会等でもお忙しい中貴重なお時間をいただき，弘済会
事業説明会を開催させていただきました。
　たいへんお世話になりありがとうございました。

活動を振り返って
� 参事　岡田　憲治

　弘済会参事として２年目になりました。年間を通し
ての仕事内容も大体わかり，少しずつ慣れてきたよう
な気がしています。
　夏期の学校研究助成金，秋期のチューリップ球根の
贈呈式では，多くの学校園で配慮していただき，たく
さんの教職員の先生方に，弘済会の事業説明を聞いて
いただき本当にありがとうございました。
　子供たちのために頑張っておられる学校園や先生方
のために，これからも弘済会の活動に関して活用でき
る有益な情報を伝えていきたいと思います。今後とも
よろしくお願いいたします。

さらなる活動の理解をめざして
� 参事　横山　福水

　今年度から参事として学校園を訪問させていただいて
います。
　この職に就いてから，弘済会の事業の理解がより深ま
るようになり，教職員の皆様に有益な情報を見逃さない
ようにと思うようになりました。管理職の方には情報提
供する機会はありますが，その他の先生方には，事業説
明会での機会以外はほとんどないと感じています。その
ためにも，多くの学校園で説明会ができればと願ってい
ます。
　これからも学校園訪問で教職員の皆様との出会いを楽
しみにしながら，有益な情報提供に励みます。今後とも
よろしくお願いいたします。

学校園訪問への思い
� 参事　浅野　静雄

　昨年度末から，日々頭を悩ませていたことがありました。
それは，県小学校長会研修会で退職経験者として話をする
ということでした。いくら経験したこととは言え，大勢の
校長先生方の前で何を話せばよいのだろう，今年度退職さ
れる校長先生だけでなく，昇任されたばかりの先生方もお
られるというのに，自分の話が何か役に立つことがあるの
だろうかと，不安と重圧でいっぱいでした。でも，自分が
してきたことを何とかまとめ，がんばって話をさせていた
だきました。
　その後，小学校を訪問すると研修会の時の話になり，「楽
しく聞かせてもらった。」「退職後のことを考えなくてはい
けないと感じた。」等々で盛り上がりました。つたない話だ
ったにもかかわらず，それをきっかけにより親しく会話が
できるようになったと思います。
　今後ともよろしくお願いいたします。

少しでも力になれるように！！
� 参事　赤木　保弘

　忙しい中，弘済会の事業案内を熱心に聴いていただき
ました先生方，ありがとうございました。
　弘済会の活動はわずかなものですが，学校園の活動が
さらに活発になり，園児・児童・生徒たちがその能力を
高めることに少しでも参画させていただけていることに喜
びを感じております。かつての「退職者セミナー」も皆
様方のご意見を取り入れ「50代からの退職準備セミナー」
として，退職後の準備等についてお知らせをしています。
　学校の教育活動の応援団であるため，また，先生方に
有用な情報を提供するため，弘済会活動を頑張りますの
でよろしくお願いいたします。

学校園の応援団として
� 参事　松下　秀博

　今年度より参事としてお世話になっています。
　私は，主に倉敷市の小学校で勤務をしていました。
県東南地域のほとんどの先生方とは初対面でした。私
が緊張して学校訪問をした時には，いつも温かく接し
ていただき，ありがとうございました。感謝をしてい
ます。
　研究助成金やチューリップの球根の贈呈の時には，
校長先生や園長先生から，「助かります。先生方や子ど
もたちも喜びます。」とよく言われました。私もうれし
くなりました。
　これからも，先生方のお役に立てるよう，弘済会事
業の情報を伝えていきたいと思っています。

先生方に感謝
� 参事　岡　　浩一
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　本園では，私の希望と小学校勤務の経験を生かし，小学校で生かされるような運動が大好きな子どもた
ちを育てたいと思い，４・５歳児を中心に，次のような実践をしています。

１　動く体づくり  
　朝の「好きな遊び」の時間。最初の10分程度を活用して，持久走やス
キップ・サイドステップ・後ろ向き駆け足・スタート練習等を行っていま
す。持久走では，リズミカルな腕振りと呼吸法を大切にしています。距離
は，300ｍ程度です。スキップは，腕振り膝上げ・膝下手打ち・横ねじり

の３種類を行っています。サイドステッ
プでは，頭上と背面で手打ちをしていま
す。スタート練習は，色々な姿勢から行っています。
＜場の設定＞
　ＰＰロープに1.5ｍ間隔で桃色と黄色のガムテープを交互に14個付けた
物を２本作成し，15ｍの距離に平行にセットし，その間を往復します。

２　できる喜び  
　器械遊びは，「できる」「できない」がはっきりとする運動領域です。また，
腕で自分の体を支えたり，倒れたり回転したりする感覚を養うのに適した運
動領域でもあります。転んだ時にすぐに手で自分の体を守ることのできる子
どもにするためには，効果の大きい運動です。
　マット遊びでは，横転がり・クマ歩き・かえるの逆立ちや足打ち・手押し
車・ゆりかご・前回り・後ろ回りなどを行っています。手の平全体でしっか
りと体を支えられるようになり，うんていや鉄棒遊びなどに広がりが見られ
ています。
　跳び箱遊びでは，腕立て開脚跳び・台上前転・抱え込み跳びを行っています。一人一人が技の名前を言っ
てから跳び，終わりの合図もするようにしています。①両足をそろえた強い踏み切り，②両腕による強い
突き放しや支え，③両足をそろえた安全な着地，の３点に重点を置いて声掛けをしています。
＜場の設定＞
　マットは，縦に３枚つないだものを，３列セットします。技によって，縦向きに３枚通して使用したり，

横向きに使用したりしています。跳び箱は，技によって，３台の跳び箱を
いろいろな高さや向きで使っています。
　今では，笑顔で私を呼びに来るとともに，自主的に器具の準備をしたり，
準備運動をしたりして，器械遊びの時間を楽しみにしています。前回より
少しでも進歩が見られたらほめるようにしています。ほめた時の子どもの
笑顔が，私や教職員のエネルギーとなっています。その笑顔が，園生活全
体に広がることを願っています。

　本園は，倉敷市真備町北部の閑静な農村地にあります。昭
和50年４月に，真備町立幼稚園として開園し，平成17年８月
に市町村合併に伴い，倉敷市立の公立幼稚園となりました。
　園児数は，27年度より減少傾向にあり，
本年度は，39名となりました。しかし，地
域との交流が盛んで，色々な体験ができる
子どもたちは恵まれた環境にあります。新
園舎も昨年10月からの工事が終わり，12月
に完成しました。

心と体を動かして，生き生きと運動に挑戦する子どもの育成   

倉
敷
市
立

薗
幼
稚
園

心身ともにたくましい幼児の育成

池田 栄一 園長

薗幼稚園園舎外観
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も
あ
る
露
。
そ
の
露
を
蹴
散

ら
し
歩
む
農
夫
。
季
語
の
予
定
調
和
を

良
し
と
し
な
い
作
者
の
姿
が
あ
る
。
川

上
弘
美
風
に
言
う
と
、「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
で
ゴ
ッ
ホ
を
見
て
し
ま
っ
た
の
で
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〈
佳
作
〉

鶺
鴒
の
二
羽
の
地
を
蹴
り
風
を
蹴
る

備
南
高　

別
所　

琴
美

空
淋
し
け
れ
ば
あ
き
つ
は
ひ
か
り
折
る

大
安
寺
中
等
教
育
学
校　

石
井　

宏
幸

〈
入
選
〉

百
日
草
末
期
知
り
て
の
い
ろ
か
た
ち

退
職
会
員　

万
波　

照
世

歳
時
記
の
ふ
ち
繕
ふ
て
文
化
の
日

退
職
会
員　

戸
田　

周
子

茶
文
化
の
栄
へ
し
街
の
櫨
紅
葉

玉
島
高　

山
﨑　

淑
加

お
ど
け
た
る
章
魚
干
さ
れ
る
秋
の
空

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

飾
り
な
く
生
き
て
晩
節
菊
の
花

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

ふ
る
ふ
る
と
涙
を
誘
う
月
鈴
子

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

彼
岸
花
我
が
心
に
も
火
を
灯
し

岡
山
盲
学
校　

江
國　

泰
洋

し
ば
ら
く
は
眺
め
て
食
す
初
葡
萄

退
職
会
員　

大
川
内　

司

晴
れ
生
か
し
温
も
り
添
え
て
冬
支
度

退
職
会
員　

田
中
由
美
子

紅
葉
を
乗
せ
て
車
は
動
き
出
す

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

き
ん
も
く
せ
い
女
子
高
生
の
透
け
る
頬

岡
山
一
宮
高　

貝
畑　

信
行

◆
選
者
吟

（
Ｎ
Ｙ
に
て
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
の
日
本
名
な

り
レ
ノ
ン
の
忌

教
弘
柳
壇

丸
山　
敏
幸
選

〈
特
選
〉

人
生
は
ナ
ビ
が
無
い
か
ら
お
も
し
ろ
い

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

（
評
）
昔
に
比
べ
る
と
、
自
動
車
に
ナ

ビ
が
付
い
て
便
利
に
な
っ
た
。
こ
の
春

か
ら
運
用
を
開
始
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
、
さ

ら
に
現
在
位
置
が
正
確
に
な
る
と
言
う
。

　

だ
が
人
生
航
路
は
、船
長
の
自
分
が

進
路
を
決
め
る
し
か
な
い
。こ
の
道
し

か
な
い
と
思
っ
て
進
ん
だ
が
行
き
止

り
だ
っ
た
り
、迷
っ
て
選
ん
だ
道
で
新

し
い
展
開
が
あ
っ
た
り
と
、人
生
は
正

し
く
一
寸
先
の
こ
と
も
分
か
ら
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
醍
醐
味
が
あ
る
。一
度
し

か
な
い
人
生
を
味
わ
う
余
裕
を
持
ち

た
い
も
の
だ
。こ
の
世
の
真
理
を
突
い

た
秀
句
で
あ
る
。

〈
佳
作
〉

霧
の
帯
し
め
て
彩
り
裾
も
よ
う

退
職
会
員　

菅
野　

孝
江

〈
入
選
〉

若
作
り
昔
の
服
を
出
し
た
だ
け

退
職
会
員　

花
房　

富
恵

い
く
つ
も
の
月
が
き
れ
い
と
老
母
笑
む

瀬
戸
高　

北
村　

庸
江

後
悔
と
感
謝
を
母
へ
野
辺
送
る

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

も
う
聞
け
ぬ「
行
っ
て
来
ま
す
」の

夫
の
声退

職
会
員　

松
元　

慶
子

墓
参
り
孫
の
拍
手
叱
ら
れ
ず

退
職
会
員　

田
中
由
美
子

し
ゃ
べ
っ
て
も
黙
っ
て
い
て
も
自

己
主
張岡山

一
宮
高　

貝
畑　

信
行

健
康
な
妻
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
る

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

消
費
税
安
い
う
ち
に
と
買
い
走
り

退
職
会
員　

菱
川　

泰
博

娘
伸
び
父
は
縮
ん
で
同
じ
背
に

岡
山
朝
日
小　

藤
原　

隆
志

◆
選
者
吟

毎
日
が
吉
日
で
あ
り
初
暦

作
品
募
集
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